
 

 
 
 
 
 

 

 

特攻の史実から学ぶ「自立」と「平和」への決意 
                             校長 中 島 英 治 

 

春に亡くなった叔母と先祖の墓参りのため、両親
を連れて鹿児島に行ってきました。母の実家があっ
たので、親戚は今でも鹿児島に住んでいます。 

私にとって鹿児島は３７年ぶり。大学１年の時、

青春１８きっぷを使って札幌からJRを乗り継ぐ一人
旅でした。その時は、桜島を自転車で一周すること
くらいしか思い付かず、ただ往復の移動が長かった
記憶くらいしか残っていません。今回、鹿児島行き
を決めた時、真っ先に頭に浮かんだ行動が「知覧に行くこと」。戦後８０年、社会科教師と
しての研修を深める絶好の機会と捉え、鹿児島市内から路線バスで１時間半かけて行ってき
ました。 

知覧町は現在の南九州市にあり、太平洋戦争末期、本土防衛のために沖縄方面に飛び立っ
た特攻隊の基地があった町です。知覧特攻平和会館には、特攻作戦で亡くなった全ての方々
の写真や家族に宛てられた遺書、海中から引き揚げられたゼロ戦など、ここでしか見られな
いものが数多く展示されていました。 

最も若くして戦死したのは、１７歳の少年飛行兵

今で言うと高校２年生です。そんな若者たちが戦況
の悪化を憂い、国を守るために命を賭して敵艦に体
当たりするのです。絶対にあってはならない無謀な
作戦が、国策として進められてしまったことに憤り
を感じてなりません（館内で上映されていたDVDも
一貫して特攻作戦を否定しています）。 

ただ、大勢の若者たちが亡くなったのは事実です。彼
らの死を決して無駄にしないよう、今を生きる私たちは
戦争のない平和な世の中を「当たり前」と思わず平和を
守り続ける努力をしなければなりません。それでは、自
分に何ができるのか。社会科教師として、校長としてで
きることは何か…。自問自答の末に行き着いた結論は、

子供たちが「自ら考え、自ら判断し、自ら行動できる」
自立した大人になる手助けをすること。 

 

「この作戦はあり得ない」と言えず、お国のために命を投げ出すことが美徳と考えるのが
当たり前の時代に逆戻りさせることがあってはなりません。まずは学校から。自分の意見を
みんなの前で発表できる学級、異論があってもそれをいったん受け入れ、どうすれば折り合
いが付けられるか真剣に考えられる学級…。学校に勤める私たちが今できることを根気強く
続けていきたいと心に誓う三泊四日となりました。 
 

令和７年度 登別市立幌別中学校 学校だより No．７ 

連峰 令和７年１０月３０日 
 

学 校 教 育 目 標        

１ 体が丈夫で、進んで働く人 

２ はきはきと行動し、最後までやり抜く人 

３  豊かな心で、新しいものを生み出せる人 

４  心のこもった言葉遣いや行いのできる人 

５  互いに信じ合い、みんなの役に立つ人 

桜島は、毎日噴煙を上げていました 

海中から引き揚げられたゼロ戦 

特攻兵たちが寝起きしていた兵舎 
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10月2７日に、ふれあいデーを

実施し、すべてのクラスを１日中

公開しました。午後からは道徳の

授業を公開し、その後には、学年

ごとに懇談会が行われました。 

１年生はサイコロトーク、２学

年は宿泊研修の動画鑑賞、３年生は体育の授業に保護

者も参加し、生徒と一緒に 

バレーボールを行うなど、 

学年ごとに交流を深めてい 

ました。ご来校された皆様、 

ありがとうございました。 

 

３日（月） 文化の日 

５日（水） 職員会議  

６日（木） 全学年学力テスト  

３年生進路説明会 

７日（金） 保護者向け進路説明会 

      ２年生宿泊研修まとめ発表会 

      漢字検定 

９日（日） 英語検定（２次） 

１０日（月） 全学年教育相談（13日まで） 

１１日（火） スクールカウンセラー来校 

１２日（水） フッ化物洗口 

１４日（金） 専門委員会 

１７日（月） 職員会議 

１８日（火） 中央委員会 鬼っ子フォーラム 

１９日（水） 新入生体験・保護者説明会 

２０日（木） 職員会議 

２３日（日） 勤労感謝の日 

２４日（月） 振替休日 

２５日（火） スクールカウンセラー来校 

２６日（水） 校内主張大会 

２７日（木） 2年生啓発集会 

２８日（金） 市教研大会 

 

※進路日程は、進路だより等でご確認くだい。 

※11～３月の完全下校時間は１７：２５です。 

登別市立幌別中学校 TEL:0143-85-3111  FAX:0143-85-3112 MAIL:jh.info@noboribetsu.ed.jp 

 

 

 

 

〇1年生 校外学習 ウポポイ 

１０月３日、1年生は白老にある民族共生象

徴空間ウポポイに行き、体験学習を行ってき

ました。 

アイヌ民族と文化についての事前学習を行

い、博物館では課題をもっていろいろなこと

を調べたり、伝統的な踊りを鑑賞したり学習

を深めていました。天候にも恵まれ、広場や

コタンで楽しそうに活動しアイヌの文化や白

老の自然を体感していました。 

 

 

 

幌別中学校ふれあいデー 

10月21日から22日まで、2年生は宿泊研修

に行ってきました。学年では「一致団結」をス

ローガンに掲げ準備に取り組んできました。 

1日目は小樽市内で自主研修を行い、各班の

テーマをもとに協力しながら研修を進めていま

した。2日目は札幌で開拓の村や青少年科学館

へ行き、ふるさと登別市と比較しながら学習を

深めていました。課題をもって研修し多くのこ

とを学んできました。 


